
（東証マザーズ：2418）平成１７年８月２２日

星ヶ丘 アートグレイスクラブ
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会 社 概 要

株式会社ベストブライダル （英文表記：BＥＳＴ BＲＩＤＡＬ Inc.）

平成7年10月

東京都渋谷区東3-11-10

代表取締役社長 塚田正由記

4億7200万円

13,600株 （単元株制度：なし）

404名

1. 結婚式場・ゲストハウス・チャペル 及びそれに付随する施設計画・企画・立案・運営

2. 宴会・立食・パーティー・イベントの 企画・立案・運営

3. レストラン・カフェの企画・立案・運営

4. 海外でのチャペル・ゲストハウスの施設計画・企画・立案・運営

5. 海外挙式・披露パーティー及びそれに付随する商品の企画・制作・販売

6. 旅行業法に基づく旅行業

【連結】 348名 【単体】 218名

Best Bridal Hawaii, Inc.（米国法人）

㈱ベストプランニング
㈱ア・リリアーレ

社 名

設 立

本 社

代 表 者

資 本 金

発行済株式数

株 主 数

事 業 内 容

従 業 員

連 結 子 会 社

※２００５年６月末現在
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２００５年１２月期２００５年１２月期 中間期中間期

決決 算算 概概 要要
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期 初 予 想 比

決 算 概 要

売 上 高売 上 高

経 常 利 益経 常 利 益

中間純利益中間純利益

:: ７，０６０百万円７，０６０百万円 △△ ４０百万円４０百万円 （（△△ ０．６％）０．６％）

:: ６６５百万円６６５百万円 ＋＋ ２５百万円２５百万円 （＋（＋ ３．９％）３．９％）

:: ３３１百万円３３１百万円 ＋＋ １１百万円１１百万円 （＋（＋ ３．４％）３．４％）

連 結 業 績 サ マ リ ー連 結 業 績 サ マ リ ー

星ヶ丘店オープン 売上総利益率の向上開業および開業準備費用

Point 1Point 1 Point 2 Point 2 Point 3 Point 3 

２００２００５５年１２月期年１２月期中間期中間期のポイントのポイント

「星ヶ丘 アートグレイスクラブ」

のオープンに伴う開業費用、

また、新浦安、大宮、青山等の

開業へ向けた準備費用などの

将来成長へ向けた費用の発生

により、販管費が増加。

４月２３日に、名古屋１号店

「星ヶ丘 アートグレイスクラブ」

（ 2 Guesthouse Type ）

がオープン。

業績への本格寄与は、

当期下半期から。

仕入・外注費の原価率の低下、

固定経費である会場運営費

比率の低下により、国内事業の

売上総利益率が向上。
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決 算 概 要

△３５．１％△ ３６０９．４％６６５６６５１４．5％１,０２５経 常 利 益

海外事業部門

国内事業部門

△２７．８％△ １２７４．７％３３１３３１６．5％４５８中 間 純 利 益

△３８．３％△ ４２２９．６％６８０６８０１５．６％１,１０２営 業 利 益

＋ ３．７％７６３０．５％２２,,１５４１５４２９．４％２,０７８売 上 総 利 益

＋２０．１％２７７２３．５％１１,,６５６６５６１９．５％１,３７８

△ ４．９％

△ ０．１％

％

△ ２８０

△ ４

金 額

増 減

７６．５％５５,,４０４４０４８０．５％５,６８５

１００．０％７７,,０６００６０１００．０％７,０６４売 上 高

構成比金金 額額構成比金 額

０５年１２月期 中間期０４年１２月期 中間期

★ 連結決算の状況

２００２００５５年１２月期年１２月期中間期中間期 決算概要決算概要

単位：百万円

前中間期は
新規出店なし

新規出店に伴う開業費用及び
開業準備費用が増加

および

海外事業、本社経費等の増加
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決 算 概 要

海外

国内

1,7441,6561,3261,378

7,3965,4046,1785,685

部門別売上高 推移

百万円

単 位
百万円

国内事業

海外事業
1,466

1,591

1,394

801
941

1,323

国 内 事 業 部 門国 内 事 業 部 門国 内 事 業 部 門 施行件数推移（件）

施行件数推移（件）海 外 事 業 部 門海 外 事 業 部 門海 外 事 業 部 門

ØØ既存店売上高既存店売上高 △△ ５．３％５．３％

依然として高水準ではあるが、横浜店
の稼働率が若干低下。

前中間 １１５％ ⇒ 当中間 ９３％

その他店舗売上高 １００．７％

ØØ星ヶ丘店が４月にオープン星ヶ丘店が４月にオープン

下期より、業績に本格寄与

事 業 部 門 別 概 況

前年同期比前年同期比 △△４．９４．９ ％％

前年同期比前年同期比 ＋２０．１＋２０．１ ％％

ØØ直営サロンでの販売が好調に推移直営サロンでの販売が好調に推移

ØØMATZKIMATZKI INC.INC.の営業権取得にの営業権取得に
よる売上増よる売上増 ８５百万円。８５百万円。

ØØMATZKIMATZKI INC.INC.営業権取得で施行営業権取得で施行

件数増加。反面、旅行売上計上が件数増加。反面、旅行売上計上が

ないため、一件あたり単価は低下ないため、一件あたり単価は低下

連連 結結 売売 上上 高高

７，０６４ ７，０６０

05/12期
下期

（予想）

05/12期
上期

04/12 04/12 05/12
上期 下期 上期

04/12期
下期

04/12期
上期

７，５０５

９，１４０

04/12 04/12 05/12
上期 下期 上期

※02／12期より連結決算制度を導入しております。また、中間決算制度は、０４／１２期より導入しております。
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決 算 概 要 連連 結結 売売 上上 総総 利利 益益 率率

29.4%

30.2%

30.5%

29.5%

28.9%

30.4%

31.4%

30.8% 30.8%

百万円

国内事業

海外事業

海外

国内

510409433

1,6441,8541,645

単 位
百万円

部門別売上総利益 推移

２，１５４
２，０７８

売 上 原 価 明 細 （ 連 結 ）

売上総利益率：前中間期比売上総利益率：前中間期比 １１..１１ ％％ 向上向上

ØØ外外 注注 費費 対売上高対売上高 ０．４％低下０．４％低下

ØØ会場運営費会場運営費 対売上高対売上高 ０．７％低下０．７％低下

05/12期
上期

04/12期
下期

04/12期
上期

２，２６３

★ 売上総利益率推移

国内事業

海外事業

全 社

04/12期 上期 04/12期 下期 05/12期 上期

労務費・施設原価など

※02／12期より連結決算制度を導入しております。また、中間決算制度は、０４／１２期より導入しております。
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0

1 ,000

2 ,000

04/12 04/12 05/12 05/12

決 算 概 要 連結経常利益および中間純利益連結経常利益および中間純利益

百万円

経常利益、当期純利益 推移

２，０００

６６５

販 管 費 の 状 況 （ 連 結 ）

１，０２５

経常利益

当期（中間）純利益

９８０

★★ 事 業 別 要 因事 業 別 要 因

ØØ 国内事業国内事業 既存店既存店

広告宣伝費広告宣伝費

その他経費その他経費

ØØ 国内事業国内事業 新開業店・開業準備店新開業店・開業準備店

広告宣伝費広告宣伝費

支払地代家賃支払地代家賃

人件費・採用費・研修費人件費・採用費・研修費

その他経費その他経費

ØØ 海外事業海外事業

広告宣伝費広告宣伝費

人件費・採用費・研修費人件費・採用費・研修費

ＭＡＴＺＫＩ買収の影響（人件費等）ＭＡＴＺＫＩ買収の影響（人件費等）

その他経費その他経費

ØØ 本社経費本社経費 等等

人件費・採用費・研修費人件費・採用費・研修費

その他経費その他経費

４５８

１，８５０

３３１

通期（予想）中間

８５０

：： ＋＋ ４４百万円４４百万円

＋５８百万円＋５８百万円

△△１４百万円１４百万円

：： ＋１７８百万円＋１７８百万円

＋５６百万円＋５６百万円

＋４７百万円＋４７百万円

＋３６百万円＋３６百万円

＋３７百万円＋３７百万円

：： ＋＋１５０百万円１５０百万円

＋３０百万円＋３０百万円

＋２０百万円＋２０百万円

＋７０百万円＋７０百万円

＋２８百万円＋２８百万円

：： ＋１２３百万円＋１２３百万円

＋５５百万円＋５５百万円

＋６７百万円＋６７百万円

販 管 費 増 加 額販 管 費 増 加 額 前年同期比：４９７百万円

※02／12期より連結決算制度を導入しております。また、中間決算制度は、０４／１２期より導入しております。

中間 通期
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決 算 概 要

２００３年１２月期 ２００４年１２月期

国内事業部門国内事業部門 売上構成比売上構成比

マルチゲストハウス

８ ７ . ９ ％

１ゲストハウス
１８．７％

高稼働率の実現、利益率の向上高稼働率の実現、利益率の向上

６９．６％７０．５％７３．３％

国 内 事 業 売 上 原 価 率 の 状 況

仕入・外注費 ＋ 会場運営費（人件費、施設減価償却費など）

当中間期は、マルチゲストハウス構成比は低下したが、星ヶ丘店のオープン及び当中間期は、マルチゲストハウス構成比は低下したが、星ヶ丘店のオープン及び

下期の新浦安店オープンで、マルチゲストハウスの売上構成比は再度上昇の見込み下期の新浦安店オープンで、マルチゲストハウスの売上構成比は再度上昇の見込み

利益率 利益率

２６．７２６．７ ％％ ３０．４３０．４ ％％
利益率

２９．５２９．５ ％％

２００５年１２月期 中間期

マルチゲストハウス

８ ６ . ０ ％

マルチゲストハウス

８ １ . ３ ％

１ゲストハウス
１４．０％

１ゲストハウス
１２．１％
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04/12 05/6 増 減 04/12 05/6 増 減

5,149 5,107 △ 42 4,294 5,038 743

4,353 4,134 △ 219 677 761 85

99 251 152 70 644 574

179 168 △ 11 1,270 1,282 12

90 138 △ 48 391 472 81

7,533 9,269 1,736 593 909 316

6,066 7,321 1,254 5,296 5,924 628
建物・構築物 4,939 5,746 806 1,140 1,950 810
車両運搬具 10 8 △ 2 3,427 3,227 △ 199
その他 213 278 65 545 545 -
減価償却累計額 1,460 1,792 331 9,591 10,963 1,371
土地 402 968 566 3,112 3,453 341
建設仮勘定 500 318 △ 182 472 472 -

30 198 168 634 634 -

1,436 1,750 314 2,019 2,350 331
保証金 709 1,046 337 △ 13 △ 4 9

20 38 17 12,703 14,416 1,712
12,703 14,416 1,712

単位：百万円

流動資産

　　現金・預金

　　たな卸資産

流動負債

　投資その他の資産

総資産

    前渡金

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　　買掛金

　　短期借入金

　　 　１年内返済長期借入金

単位：百万円

    前払費用

繰延資産

　　未払金

　　前受金

　　社債

　　資本金

　　資本剰余金

固定負債

　　預り保証金

　　為替換算調整勘定

　　長期借入金

負債・資本合計

　　利益剰余金

負債合計

株主資本

決 算 概 要 【【連結連結】】 比較貸借対照表比較貸借対照表

資 産 の 部資 産 の 部資 産 の 部 負債・資本の部負債・資本の部負債・資本の部

株 主 資本

比 率

04/12期 05/12期 中間期

２４.５％ ２４.０％

設備投資の実施状況設備投資の実施状況

建設仮勘定 国 内 事 業 １７４百万円
（青山・大宮など）

海 外 事 業 １４３百万円

土地増加分 青山店用の土地（信託受益権）

： ⇒

私募債発行（２月） １０億円 ・・・ 青山店開発資金

※02／12期より連結決算制度を導入しております。また、中間決算制度は、０４／１２期より導入しております。
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決 算 概 要 【【連結連結】】 財財 務務 状状 況況

４，１０８４，３１９期末現金・現金同等物

１，２２０１，５７６財務CF

△ ２１１１，６２４現金・現金同等物の増減

△ １，９７３△ １，９５９投資CF

４９９２，０２２営業CF

05/12期 中間04/12期

キャッシュフローの状況

０５年１２月 中間

－３９．２％ROE

２．１４１．９６D/Eレシオ

－１６．３％ROA（経常利益ﾍﾞｰｽ）

７，３８８６，１０１有利子負債

３，４５３３，１１２株主資本

05/12期 中間04/12期

財 政 状 況

０３年１２月 ０４年１２月

４．５７

１．９６

１，２２３
３，１１２

５，５８８

６，１０１４９９

△１,９７３

１，２２０

０４年１２月

２，０２２

△１，９５９

１，５７６

２．１４

３，４５３

７，３８８

０５年１２月
中 間

※02／12期より連結決算制度を導入しております。また、中間決算制度は、０４／１２期より導入しております。
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２００５年１２月期２００５年１２月期 業績予想業績予想
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業 績 予 想 ２００５年１２月期２００５年１２月期 通期業績予想通期業績予想

９８０９８０

２２,,００００００

３３,,４００４００

１２１２,,８００８００

１６１６,,２００２００

金金 額額

２００５年１２月期

６．０％

１２．３％

２１．０％

７９．０％

１００．０％

構成比

＋８．１％１５０１５０１２．７％１,８５０経 常 利 益

海外事業部門

国内事業部門

＋１５．３％１３０１３０５．８％８５０当 期 純 利 益

＋２５．７％６９５１８．６％２,７０５

＋７．９％

＋１１．２％

％

９３６

１,６３１

金 額

増 減

８１．４％１１,８６４

１００．０％１４,５６９売 上 高

構成比金 額

２００４年１２月期

単位：百万円連結利益計画連結利益計画

国 内 新 規 出 店 海 外 事 業 の 拡 大

Point 1Point 1 Point 2 Point 2 Point 3 Point 3 
良好な国内受注状況

６月に営業権を取得した

「Blue Lagoon Chapel 」が

下期より業績寄与。

また、ヒルトンとの共同事業も

１２月より開始。

４月の星ヶ丘店に続き、９月に

「新浦安 アートグレイス
ウエディングコースト」

（ 4 Guesthouse Type ）

がオープン。

上半期の受注件数は2,042件、

期末の受注残高は、2,269件と

いずれも半期ベースの過去最高

を記録。

また、星ヶ丘店、新浦安店ともに

当期計画件数の受注をほぼ完了。
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１６

98年 03年 04年 05年

２２

８

－

４

４

４

８

－

－

－

８

４

－

２

２

２

２

１

－

１

１

２２１６１６

－－－

６－８

６－８

１６１６８

★★ 新規出店と期末ゲストハウス数推移新規出店と期末ゲストハウス数推移

既 存

新 設

内 ﾏﾙﾁ

内 ｼﾝｸﾞﾙ

合 計

１６

８８

４

１
２

01年00年99年 02年

日本橋 広 尾 白 金

大 阪

横 浜

仙 台

2 Guesthouse2 Guesthouse

4 Guesthouse4 Guesthouse

5Guesthouse5Guesthouse

3 Guesthouse3 Guesthouse

当社が創造し、高成長を続ける市場へ、他社にない魅力的なゲストハウスを出店当社が創造し、高成長を続ける市場へ、他社にない魅力的なゲストハウスを出店

下 半 期 の 計 画 国内事業の状況国内事業の状況 出店戦略出店戦略

新設ゲストハウス
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２００５年４月オープン

星ケ丘星ケ丘・・アートグレイスアートグレイスククラブ（名古屋）ラブ（名古屋）

新浦安新浦安 アートグレイス・ウエディングコーストアートグレイス・ウエディングコースト

当期は２店舗・６ゲストハウスをオープン当期は２店舗・６ゲストハウスをオープン

着席数
６０ ～ １２０名

着席数
５０ ～ １００名

22 Guesthouse TypeGuesthouse Type

当期計画（挙式件数）

１４５件

当期分受注状況（施行済含む）

１４１件 （０５年７月末現在）

４４ Guesthouse TypeGuesthouse Type

２００５年９月オープン

当期計画（挙式件数）

２００件
当期分受注状況

１９７件 （０５年７月末現在）

着席数

５０ ～ １００名

６０ ～ １１０名

７０ ～ １３０名

５０ ～ １００名

下 半 期 の 計 画

下 半 期 よ り 本 格 的 に 業 績 寄 与
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04/12 04/12 05/12 05/12

期初受注残高（件）

売上高（百万円）

上期 上期下期 下期予想

1,736
1,930

1,621

2,269

5,685

6,459

5,404

7,396

下 半 期 の 計 画 国内事業の状況国内事業の状況 受注状況受注状況

ブライダル（挙式）・ビジネスブライダル（挙式）・ビジネス

予約（事前受注）型ビジネス予約（事前受注）型ビジネス

期 初 （ 前 期 末 ） の 受 注 残 高 が

次 の 半 期 の 売 上 高 に 直 結

＝

★ ０５／１２期 中間期の状況

受 注 件 数

期 末受 注残高

： ２，０４２件２，０４２件

： ２，２６９件２，２６９件

受注件数・受注残高とも受注件数・受注残高とも

当社の過去最高を記録当社の過去最高を記録

※期末受注残高には、一部翌半期以降の受注分も含む。

星ヶ丘店の本格業績寄与、新浦安店の９月オープンにより、過去最高の半期売上を計画星ヶ丘店の本格業績寄与、新浦安店の９月オープンにより、過去最高の半期売上を計画
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海海 外外 事事 業業 のの 拡拡 大大海 外 戦 略

営 業 体 制 の 強 化

ヒ ル ト ン ホ テ ル と の 共 同 事 業

ヒルトンハワイアンビレッジ敷地内の土地を
リースで借受け、大型チャペルを建設

『『オーシャンオーシャン クリスタル・チャペルクリスタル・チャペル』』
２００５年１２月 オープン予定

ヒルトンハワイアン

ビレッジの

有する高いブランド力

ゲストハウス

ウエディングに関する

当社のノウハウ

融 合

来年以降､年間 ８００組８００組の挙式を施行

Blue Lagoon Chapel
ブルーラグーン･チャペル

来期以降 ８００百万円（年間８００組）を計画

営業体制の強化に向け、２００５年６月に８ヶ所目の

「大宮サロン」を開設。

2005年6月 ～

ウエディング・チャペルの営業権買取り

ハワイでの５ヶ所目の独占使用権保有チャペル

⇒ 直販体制の強化により、

優良顧客の囲い込みを図る。
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今 後 の 計 画今 後 の 計 画
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ブライダル直接市場規模（挙式・披露宴）

挙
式
実
施

組
数

披露宴単価

ゲストハウス・ウエディング市場の拡大

約２８０万円

約６６万組

ｹﾞｽﾄﾊｳｽ市場ｼｪｱ

１０．０％へ急拡大

04年

03年

６．５％

約１．９兆円約１．９兆円

★挙式・披露宴でのこだわり

１位 アットホーム 79.0％（02年：69.0％）

２位 列席者を退屈させない 59.1％（02年：56.2％）
３位 自分らしさ 56.3％（02年：51.7％）

潜在需要は多く、今後も市場は拡大潜在需要は多く、今後も市場は拡大

※上記各数値は、「ゼクシィ トレンド調査」等を基に推計

拡大する市場への当社の対応

高 成 長 が 続 く 市 場 へ の 対 応高 成 長 が 続 く 市 場 へ の 対 応国 内 戦 略

04年

03年

各店舗 ３年程度に一度実施

出 店 地 域出 店 地 域

出 店 ペ ー ス出 店 ペ ー ス

リ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ンリ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン

（店舗リニューアル）（店舗リニューアル）

首都圏・関西圏・中京圏への展開

その他政令指定都市への展開

年間２ ～ ４店
（５ ～ ８ゲストハウス）

積極出店と緻密なマーケティングで、積極出店と緻密なマーケティングで、

高い競争力と成長力の両方を維持高い競争力と成長力の両方を維持

～ 新 規 出 店 戦 略 ～

～ 既 存 店 戦 略 ～

＋
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国 内 戦 略

施設

青青 山山
セントグレース大聖堂（仮称）セントグレース大聖堂（仮称）

20062006年春年春 オープン予定オープン予定

2 Guesthouse Type2 Guesthouse Type
2006年春 オープン予定

3 Guesthouse Type3 Guesthouse Type

年間５～９ゲストハウスをオープン年間５～９ゲストハウスをオープン

名古屋名古屋 ２号店２号店（名称未定）（名称未定）

2006年秋 オープン予定 1 Guesthouse Type1 Guesthouse Type

大宮大宮 アートグレイスアートグレイス
ウエディングシャトーウエディングシャトー（仮称）（仮称）

大阪大阪 ２号店２号店（名称未定）（名称未定）

2006年秋 オープン予定 1 Guesthouse Type1 Guesthouse Type

その他 出店決定済み店舗
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１６

04年 05年 06年 07年

２２

３１

３８

３８３１２２

２２－

５７６

７９６

３１２２１６既存ｹﾞｽﾄﾊｳｽ

新設ｹﾞｽﾄﾊｳｽ

内 ﾏﾙﾁ

内 ｼﾝｸﾞﾙ

合 計

新 規 出 店 戦 略 を 加 速新 規 出 店 戦 略 を 加 速国 内 戦 略

★★ 新規出店計画新規出店計画

★ 名古屋2号店 1 Guesthouse Type1 Guesthouse Type

２００５年１２月期 6 Guesthouse

★ 大阪2号店 1 Guesthouse Type1 Guesthouse Type

２００６年１２月期 9 Guesthouse

★ 星ヶ丘店 2 Guesthouse Type2 Guesthouse Type
★ 新浦安店 4 Guesthouse Type4 Guesthouse Type

★ 青山店 2 Guesthouse Type2 Guesthouse Type
★ 大宮店 3 Guesthouse Type3 Guesthouse Type

★ 一部店舗内定済み（近日発表予定）

２００７年１２月期 7 Guesthouse

★ 内定済み（近日発表予定）

昨年の上場を機に新規出店戦略を加速昨年の上場を機に新規出店戦略を加速

名実ともにブライダル業界の名実ともにブライダル業界の

リーディング・カンパニーへリーディング・カンパニーへ
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直営（独占販売権）のチャペル・ゲストハウスの新規建設・強化

Angel Garden

Paradise Cove

① 直販サロンでの集客を強化

② ハワイの現地法人化によるリレーションシップ戦略

③ 高単価の客層のターゲット化による、ブランディング

「顧客本位のきめ細かなプロデュース」を強化

従来戦略

３年間で売上高３年間で売上高 １０３％増加へ１０３％増加へ海 外 戦 略

海外ウエディング市場でのシェア拡大

新規戦略

＋

MATZKI INC.の営業権取得効果

旅行から挙式・披露宴まで、一貫したサービス提供と

直販営業

国内サロンの新規出店

提携営業
（旅行代理店経由の顧客）

M&Aにより、新たに取り込み

・・・ 一貫サービスの提供

・・・ 挙式・披露宴サービスのみ提供

新規シェア獲得新規シェア獲得

市場シェアの拡大市場シェアの拡大

2005/12 2007/12

3,400百万円

5,500百万円
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三宮サロン

梅田サロン

名古屋サロン

横浜サロン

東京サロン

新宿サロン

仙台サロン
（海外ウエディング営業所）

ウエディングサロン

海 外 戦 略 国内販売サロンの強化・拡充国内販売サロンの強化・拡充

大宮サロン

国内サロンの新規出店 「ベストブライズスクエア」への発展

海外挙式のサロン
の総合化、発展形

国内ゲストハウス出店地に、海外挙式の

サロンを併行して出店。

⇒ 現在の８ヶ所から１０ or １１ヶ所へ

「ベストブライズスクエア」とは？

ベストブライダルのセレクトしたハイセンスな
ブライダルコレクションが一同に集まった
ブライダルの街。

直営衣裳ブランド

「ア・リリアーレ」

直営ジュエリーブランド
「エバーラスティングダイヤモンド」
「アクセプトニューヨーク」

ギフトブランド

「ベストブライズセレクション」

ブライダル関連・周辺事業を拡充し、ブライダル関連・周辺事業を拡充し、

ブライダル・トータルビジネスを展開ブライダル・トータルビジネスを展開
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ブライダルは時代を映す鏡です。時代が今求めている新しい
価値観を私たちは常に創り続け、お客様に提供してまいります。

投投 資資 家家 のの 皆皆 様様 へへ

本資料につきましては、株主・投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の
勧誘を目的としたものではありません。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保
証を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異
なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成され
ていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。

本資料は、株主・投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、株主・投資家の
皆様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、
当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

IRに関する問合せ先

株式会社ベストブライダル

経営企画室

電話:03-5464-0081

e-mail ir@bestbridal.co.jp

中期利益計画を達成し、株主価値のより一層の向上に努めてまいります。

１１,,４５０４５０

２２,,９００９００

４４,,５００５００

１７１７,,５００５００

２２２２,,００００００

２００６年１２月期

４４,,００００００２２,,００００００経 常 利 益

海外事業部門

国内事業部門

２２,,００００００９８０９８０当 期 純 利 益

５５,,５００５００３３,,４００４００

２１２１,,５００５００

２７２７,,００００００

２００７年１２月期

１２１２,,８００８００

１６１６,,２００２００売 上 高

２００５年１２月期単位：百万円


